
https://www.furusato-ouen.pref.mie.lg.jp/ 10

農山漁村地域での検討STEP２｜企業との連携・協働に向けた検討（受入体制）

連携できそうな活動内容や
受け入れ態勢の整理ができたら

企業へ話を持ち込んでみましょう!

まずは軽い交流から!
つながりを持つことが大切!

活動の受入はどの組織が担当しますか?

企業などと一緒に活動できたら嬉しい活動内容の検討ができたら受入体制について整理してみましょう!

①STEP１で検討した活動内容に対応できる地元組織はありますか?
企業と連携・協働する活動に対して、十分な対応が可能な地元組織が必要です。

必ずしも自治会のように集落全てが参画している組織である必要はありませんが、活動範囲が集落全てに関係するようであれば、

全員が参加している組織が望ましいです。

組織については、活動内容に応じて、別の組織と連携したり、窓口を変更したりする可能性もあります。

②コーディネーター（活動の調整役）となる人材がいますか?
企業側との窓口となって、企業と地元の調整などを行う人材が必要です。

上記①の組織の会⾧さんなどでも結構ですが、可能であれば、会社を退職された方、

公務員だった方、県外で働いた経験がある方など別の視点を持った関係者がベストです。

農山漁村と企業が連携・協働する取組は、決まったルールがありません。

いろいろな角度からアイディアを出したり、新しい取組を考えたりと、柔軟な対応が求められます。
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企業での検討STEP１｜農山漁村地域との連携・協働に向けた検討（取組内容）

御社のご意向や条件をヒアリングさせてください

農山漁村との連携に向けた企業側チェック事項

１ 具体的な活動のニーズ
２ 活動場所
３ 活動内容
４ 活動日
５ 年間活動回数
６ 活動期間
７ 参加者の形態
８ 道具代、材料代等の経費負担
９ 窓口、コーディネーター人材

10 企業理念・CSR方針で特に注力しているテーマ
11 農山漁村で取り組んでみたいこと
12 あなたの企業で取り組みたいSDGs達成目標
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企業・地域・県の三者で顔合わせし、
ざっくばらんにお互いの希望を出し合います

両者での検討STEP１｜農山漁村地域との連携・協働に向けた検討（打合せ・現地見学）

農山漁村と企業の新しい関係づくりマトリックス（取組参考事例）

                                           企業側の視点

農山漁村側の視点

１．人材支援・ボランティア支援
Ａ１

社員ボランティアによる

農作業、集落作業支援

Ｂ１

福利厚生事業としての農

作業体験

Ｃ１

社員研修として農作業体

験

Ｄ１

地元交流を通したマーケ

ティング調査

Ｅ１

地元交流を通した高付加

価値素材・資源の調査

２．資材支援
Ａ２

社会貢献、地域貢献の一

環として資材提供

Ｃ２

社員研修と連動した資材

支援

Ｄ２

資材提供を通した試作品

の実証実験、データ収集

３．財政支援・寄附・協賛
Ａ３

社会貢献、地域貢献の一

環として寄附

Ｄ３

コーズ・マーケティング

手法による商品開発（寄

附）

Ｅ３

コーズ・マーケティング

手法による商品開発（寄

附）

４．企業の本業を通した農山漁村支援
Ａ４

企業や社員のノウハウ・

能力の活用（プロボノ）

Ｃ４

農山漁村と共同した商品

開発研修

Ｄ４

地域課題解消にも効果が

ある新サービス、新商品

の展開

Ｅ４

遊休資源や新規資源を活

用した新規事業の取組

５．企業による地域資源の活用を

  通した支援

Ａ５

企業や社員のノウハウ・

能力の活用（プロボノ）

Ｂ５

社員食堂で食材活用

地域資源を活用した福利

厚生事業

Ｃ５

社員研修として農山漁村

交流事業の実施

Ｄ５

遊休資源や地域資源を活

用した農商工連携事業の

取組

Ｅ５

遊休資源や新規資源を活

用した農商工連携事業の

取組

６．その他
Ａ６

地域行事への参加

出張授業・出張教室

Ｂ６

福利厚生事業として農山

漁村交流事業の実施

Ｃ６

地域行事への参加

出張授業・出張教室

Ａ．社会貢献・

地域貢献

Ｂ．福利厚生・

心の健康

Ｃ．社員研修・

社内コミュニケー

ションの活性化

Ｄ．新規事業の展

開
Ｅ．新規資源の活用

POINT
最初は簡単な
活動からはじめる

POINT
双方の理解が進んだら次
の新しい展開方向を協議

POINT
活動を通して
企業と地域が交流すること
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両者での検討STEP２｜農山漁村地域との連携・協働に向けた検討（連携協定の締結）

双方が対等なパートナーとして取り組むことを確認する

「連携協定」を締結します

県立ち合いのもと代表者同士で署名押印し、

協定式を行います




